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はじめに 方　　法
　なすは、原産地をインド東部と推定されてい
るナス科（Solaitam　7netongena　L．）に属する
植物であり、日本への伝来の時期は、明らかで
はないとされているものの、奈良時代から栽培
されているという記録のある】｝　z｝最も古くか
ら栽培されている野菜の一つである。また、現
在、なすは、14種類の指定野菜（農林承産省）
のひとつとされており、わたしたちの生活に対
する影響が大きいと判断されている野菜でもあ
る。薪潟県は他の地域と比べて、現在でも様々
な地方品種が栽培されていおり、消費量も多い
地域であるといわれているb
　そこで、本報ではなすの地方品種、生産およ
び消費との関連及びアンケート調畳から検討を
おこなったので報告する。
　規地調査及び文獣・資料口゜）によりデータを
収集し、整理・考察したeなすに関するアンケー
ト方法については以下に記す。
　県立新潟女子短期大学生活科学科食物栄養専
攻1・2年生、計SG名、専攻科食物栄養専攻1
・2年生、2G名の合計100名を調査対象，とした。
調査時期は、県立新潟女子短期大学において
2004年9月に実施したe
　調査方法とその内容は．rpa　1なすに関する
アンケート票」に示す質問紙による自己記入形
式で行った。アンケー一　5の内容には、各地で多
く栽培、販売されているr長なす」「鉛筆なす」
「紫水なす」「水なす」「黒十全1「十全（白）」「巾
着なす」「やきなす（ふかしなす）」「丸なす」「越
の丸」「米なす」「白（緑）なす」の計12種類
　　　　　　　　　　のなす果菜を取り上げて、
　　　　　　　　　　1新灘なすの知名度、利用
　　　　　　　　　　状況、入手方法、関心度
　　　　　　　　　　について謙9項目から質
　　　　　　　　　　問した。
結果及び考察
1．なすの地方品種
1－1　なすの分鞘副
　昭測の中期壊まで全国
に分謝していたなすの品
種を「図2なすの分が」
蟹1　なすに関するアンケート票
寧生活科学麟食物栄養専攻　S“本学名嘗教授
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に示す，，日本金国各地で主要に栽塘されている
なすの形を丸型、小丸型、卵型、長卵型、長型、
中長型、大長型の7種に分け、その分布を示し
たものである。北海道や東北！ヨ本海狽1］では主に
丸なすが、來北太平洋側や関東」也方では長型や
卵形が、中囲・四圏地方では中長型から長型が、
九州地方には大長型が主に栽培されていること
がわかる。
　これらのうち、丸なすが主に栽培されている
巾国の華北地方から朝鮮半島を経て北li量地方に
f云わった丸なすは、栽培期間が短い東北地方に
伝わり小型化し、さらにそれが関東などで卵形
化したとみられている。長なす系統が主に栽培
されている華申・i華南地方から九州に伝わった
長なすは、栽培期潤が長い九州に伝わり、それ
が東方に広まるにつれて、その長さが短くなっ
て、中長なすになったとみられている。明治以
来、新潟県の在来種は全て丸なすであり、長な
すの歴史は昭和に入ってからのものが多いとい
われている。
図2　なすの分布3）
1－2　新潟なすと地方品種1）　’s｝
　この時期の全国の代表品種を一覧（野菜試験
場の調査によるr野菜の地方品種」（玉98G＞、「高
橋氏j（1974）より山田氏作成iりに示したのが、
「表1　なすの地方品種」である。全国には多
様な地方品種が存在していたことが伺え、特に
新潟には他の地域と比較して地方品種が豊富に
存在していたことがわかる。薪潟に地方品種が
多い理由として様々な因子があるといわれてい
る。薪潟には北前船より上方から様々な種類の
なすがもたらされたこと、新潟の主たる農産物
は米であり、なすを商業的に捉えず、生産者は
なすを各人の嗜好に基づいて作り伝えたと考え
られること、また、瀬古氏によると、蒲原平野
表1　なすの地方品種D
産　地 地方品種名
北海道 札幌早生
宮　城 ちょっぺなす、仙台長
秋　田 仙北丸、菊千成、河辺長
山　形 うす皮、民田、窪田、でわこなす
岩　手 南部長
福　島 岡部早生丸、会津丸、濡羽鳥
栃　木 高荻
埼　玉 へたむらさき、埼玉青
千　葉 真黒1号、真黒2号、蔓細千成
東京 砂村、山茄
神奈川 真黒、橘田
新　潟
梨茄子、えんぴつ、笠巻くろなす、
ﾅ沼巾着、中島巾茄、一日市、十全、久保、
ﾓかしなす、轟見丸
石　川 帝紫
富　山 金沢瀞紫
福　弁 新保、立石
長　野 川中島、小布施
岐早 つばくろ、恵那長
静　岡
大里、大昇り、静岡11号、折戸、香貫、
Z内
愛　知 早生橘田
三　重 古川
滋賀 杉谷
京都 もぎ茄子、山科、加茂
大　阪 大阪千成長、水なす、大阪丸、大阪本長
和歌山 秋なす、熊野
兵庫 姫路中長、大市
鳥取 品冶、岩坂
1島　根 津田長
岡　山 絹なす、隅山中長
広　島 広島長
山　口 荻なす、大歳，宇部畏
香　川 三豊
愛媛 絹皮、松山長
高　知 十市、初月
福　岡 博多長、久留米長．箱崎
佐賀 古賀長
長　崎 長崎長
熊　本 熊本長
宮　崎 佐土原、企救長
鹿児畠 御幸千成、白なす、伊敷長
沖　縄 あきなす
はなすを作るのに適地であるが、水田として活
用しているため、なすには広い土地が使用でき
ず、点在する形で各人に伝わった品種のなすを
育成してきたという以上の因子が考えられると
されている。
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　昭和40年代に入る頃から、栽培法の進歩、
産地規模の拡大、大量流通の時代に移り、規格
化しやすいものが、好まれ、長めの卵形のもの
に変わっていき、「千両」「千rk　2号」「はやぶさ」
などの少数の栽培品種に限定されるようになっ
た。　この時期に多くの地方品種が消えたとい
われており、今日、「大島なす」「亀田巾着」な
ど現在は滅亡したとされいる品種も少なくない
が、「十全なす」「やきなす（ふかしなす）」「白（緑）
なす」「魚沼巾着」など色や形の個性的な在来
品種は、現在も多く存在しており、県内の露店
市・産地直売所およびスーパーマーケットで広
く出回っている。特に県内各地で定期的に開催
される露店市では、これら地方品種のなすをよ
り新鮮な状態で容易に手に入れることが可能で
ある。新潟日報事業社「にいがた市が立つ町」
によると、下越の場合、露店市は27ヵ所、新
潟市では8カ所の露店市が開催されている。加
えてその他に新潟農業改良普及センター他の啓
発パンフレットによると、産地直売所も数多く
あり、そのなかには、毎日開催されているもの
もある。
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上欄左から：やきな
す、早生大丸、千両
2号
下欄左から：米な
す、水なす、黒十全
なす
写真1　新潟県内の露店市・産地直売所や
　スーパーマーケットで販売されているなす
2．なすの生産と消費
2－1　新潟県におけるなすの生産と消費2｝9）10）
　県内の農家数はおおよそ11万戸で、全国4
番目に多い数である。平地の大部分が田や畑
（果樹園含む）に使用されており、青果物生産
出荷統計2003年版によると、だいこん、えだ
まめ、じゃがいも、ねぎ、すいかの次になすを
つくる畑の面積が大きいと報告されている。な
す作付面積は、野菜生産出荷統計平成12年産
の報告によると、全国で最も広い。なすの収穫
量・出荷量の値は、「表2」に示すように、作
付面積上位5位までに含まれない高知県が最も
多く、新潟県は上位5位までに含まれない。し
かし、収穫量から出荷量をさしひいた値を算出
すると新潟県が最も多くなる。これは、高知県
と異なり、新潟県では県内で生産されたなすが、
市場にいかずに、地元で消費されているためと
推察できる。
表2　全国なす作付面積・収穫量・出荷量零
　　　・（収穫一出荷）量上位5位
作付面積
@（ha）
収穫量
it）
出荷量
it）
（収穫一
@出荷）
鰍月ｵ（ha）
新潟 773高知 51100高知 50100新潟 7570
群馬 683福岡 33400福岡 30200山形 6250
山形 677熊本 31200熊本 27800茨城 6100
秋田 651群馬 26400群馬 22900千葉 5700
茨城 629茨城 22600愛知 18200秋田 5500
’野粟生産出荷統計平成12年産より
表3　全国なす消費金額・消費量ゆ上位5位
消費金額 （円／年） 消費量 （9／年）
山形 4221 山形 10690
石川 3386 新潟 8682
神奈川 3318 膏森 8274
秋田 3300 神奈川 8131
新潟 3241 山口 8061
’家計調査平成12年年報統計表よリ
　なす消費金額・消費量については、家計調査
平成12年年報統計表によると、都道府県県庁
所在地及び人口100万人以上の市49のうち新
潟市は第2位に位置している。（「表3」参照）
新潟県内のなすの消費量は山形に次いで非常に
多いといえるb
　現在、新潟におけるなすの主要作型と品種は、
半促成栽培で「千両2号」（新潟では「長なす」
と呼ばれることが多いので、本報告では「長な
す」と記栽、以下同じ）、トンネル早熟で「千
両2号」、「早生大丸」（「丸なす」）、「越の丸」を、
普通栽培で「千両2号」、「水なす」、「黒陽（長
なす）」、「梨なす」、「越の丸」、黒十全系、「大
福丸（丸なす）」であるといわれているが、地
元で消費されていると推察される。県内のなす
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果菜の言rj費肚が非常に多いことから、「千両2
号（長なす）」に代表される市場性の高い品種
にかたよらず、多くの地方品種を普通栽培作型
でつくる地域であることと、新潟なすは、生産
される地域住民の消費生活に密茄した食材のひ
とっであると考えられる。
2－2　新潟地域で取り扱われる芯すの品種
　日本のように経度・緯度的にも巾が広い地域
では、その地城で発達した地方品種が、その地
域の食生活に欠かせないものになる場合は非帯
に多い。このような視点で、改めて、先の「図
2なすの分布」、「表1なすの地方品種」を検討
すると、遅くまで暖かい四国・九州地方より早
く寒くなる新潟県に適すると思われる早生性
の「丸型なす」品種が多いことは必然な事象と
理解できる。しかし、現在、各種地方品種別の
生産・消費に関する報告はほとんどなく、詳細
な突態把握およびその展開には課題が山積され
ていると考えられる。そこで、試みとして、本
学周辺の種苗商・園芸店で販売されているなす
ポット育菰における品種別販売比率の状況を調
査した。その結果を「図3なすポット育苗にお
ける種別販売比率」に示す。調査は、各なす品
種のポット育苗がおおよそ取り揃う時期同日に
（2004年5月下句）に各店頭で取り扱われてい
たポット育苗の数から求めた。
　この調査結果は、試みとして、極限られた条
件下で得られた値であり、けっして明確な数値
として取り扱えないが、5店全てで「水なす」「黒
十全なす」「紫水なす」「早生大丸（丸なす）」「千
両2号（長なす）」を中心に販売されているこ
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　　図3　なすポット育苗種別販売比率
　　＊「早生大丸（丸なす）」．「千両2号（長なす）」
とがわかる。また、なすは、連作をきらう作物
であるため、接ぎ木薗が導入されており、調査
した店舗にも接ぎ木苗が取り扱われていた。そ
れらの品種は全ての店舗において、「水なす」「黒
十全なす」「紫水なす」のいずれか（複数含ま
れる）と「早生大丸（丸なす）」および「千両
2号（長なす）」であった。その他の品種（「米
なす」「加茂なす」他）の接ぎ木菌は、見あた
らず、おそらく取扱量が少ないと推測される。
2－3　新潟なす地方品種の特性と用途1｝2｝3m
　なすが各地に広まり、数々の品種との系統が
できた理由として、トマト、メロンといった果
菜とは異なり、漬物、焼き物、煮物、妙め物な
ど用途が広く、長期問収秘ができて、容易に種
子が採れるためともいわれている。新潟なす地
方品種を、大まかに分類すると、十全なす系（梨
なす・十全等）、えんぴつなす系（えんぴつ・
久保）巾茄系（魚沼巾茄・中島巾着等）、長型’
なす（やきなす）、丸型なす（島見丸・一日市
なす・白（緑）なす等）となる。これらの特性
をみると、十全なす系は果皮が柔らかく果肉が
締まっていて浅潰けと煮物用として、えんぴつ
なす系は果皮果肉共に柔らかく浅漬け用に、巾
着系は肉質が締まっており煮くずれしにくいこ
とから煮物とかす漬け味噌漬け用に、丸型なす
は煮物と焼きもの用にといずれの用途も類似し
ている。なお、長型なすのやきなす（ふかしな
す）は、名の通り焼き物に多く利用されるが、
ふかして（蒸して）食されることも多い。
3．新潟なすに関するアンケート
　今回調査対象としたパネルの年齢、性別、現
住所等は比較的限定されているが、地域野菜と
パネリストの出身地域で居住した年数との関連
性は高いと考えられること、本学進学によって
現住所に居住するようになったパネリストが含
まれることから、パネルの特性を知る目的で、
「問1あなたの現住所を教えて下さい。」「問2
あなたの出身地を教えて下さい。」「問3新潟県
内に居住している年数を教えて下さい。」の問
いについて、パネリストの同意を得ておこなっ
た。その結果、パネリストの出身地を気象予報
区分（新潟県を上越・中越・下越・佐渡地方に
一168一
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区分）に従って試みると、新潟下越地方を出身
地とするパネリストが55％と最も多く占めて
いる。（「表4パネリストの出身地」参照）なお、
パネリスト100名のうち、新潟県に4年以上居
住している者は83％、本学進学により現住所
に居住するようになった者は38％であった。
表4　パネリストの出身地
地方 上越 中越 下越 佐渡 新潟ｧ外 合計
人数 7 18 55 4 16 100
　「問4新潟のなす（12種）のうち知ってい
るものに○をつけて下さい。（複数回答可）」
の問いでは、回答者97名のパネリストのう
ち、95％（92名）が、12種類のなす果菜のう
ち、複数（2種類19人、3種類22人、4種類
18人、5種類19人、6種類7人、7種類4人、
8・9・11種類1人、）知っていると答えた。12
種類のなすとは、「長なす」「鉛筆なす」「紫水
なす」「水なす」「黒十全」「十全（白）」「巾着
なす」「やきなす（ふかしなす）」「丸なす」「越
の丸」「米なす」「白（緑）なす」である。なお、
「長なす」「丸なす」という名称は栽培品種名で
はなく、分類名であるが、一般に使用されるこ
とが多いことからこれらの表記とした。回答数
n＝375のうち、最も多いのは「長なす」25％「丸
なす」24％で、次に「水なす」11％「黒十全」
（％）
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　　図4　新潟のなす知名度（n＝375）
①長なす②鉛筆なす③紫水なす④水なす⑤黒十全
⑥十全（白）⑦巾着なす⑧やきなす⑨丸なす⑩越の丸
⑪米なす⑫白（緑）なす
11％「やきなす」11％「米なす」9％であった。「巾
着なす」「鉛筆なす」「紫水なす」「白（緑）な
す」「十全（白）なす」「越の丸」を知っている
と答えた者は極めて少なかった。なお、回答な
しと答えた者が3名いた。（「図4新潟のなす知
名度（n＝375）」参照）新潟県では多数の地方
品種が栽培されているといわれているが、品種
問の知名度には差があることが示された。
　「問5あなたはなすを夏期（7－8月）に食
べますか・その頻度は？」の問いには、なす
を食べると答えた者が93％であった。なすを
食べると答えた者のうち、最も多いのは、「週
に1回程度」47％、次に「週に2－3回程度」
23％、「週に7回程度」12％であった。その他
は、「2週に1回程度」・「4週に1回程度」・「8
週に1回程度」の11％、無回答の6％であった。
　「問6今年の夏期（7－8月）にあなたが食
べた新潟なすに○をつけ（複数回答可）、併せ
てよく食べたと思う順位を記して下さい。」の
問いでは、問5でなす果菜を食べたと答えた
93名のうち、複数（2－5種類）のなす品種を
食べたと答えた者が60％（56名）を占めていた。
さらにこれら複数のなす品種を食べたと答えた
パネリストのうち、本学進学前と後で現住所が
変わらない者が67％（37名）であった。一方、
1種類のなす品種を食べたと答えたパネリスト
のうち、本学進学により現住所に居住するよう
になった者が、54％（20名）占めていた。本
学進学前と後で居住地が変わらないパネリスト
の方が、複数のなす品種を摂取する傾向にある
といえる。なお、1種類のなす品種を食べたと
答えたパネリストのうち、「長なす」を食べた
と答えた者が、最も多く62％（23名）であった。
　なす品種（12種類）のうち、よく食べたと
思う順位の第1－3位までに挙げられた回答合
計数はn＝158で、そのうち最も多い回答は「長
なす」46％、次に「丸なす」28％、「黒十全」9％「水
なす」8％の順で、計91％であった。（「図5新
潟なす摂取状況（n＝158）」参照）
　今回調査対象としたパネルの嗜好は、「長な
す」を筆頭に、次に「丸なす」そして「十全な
す」「水なす」を週に少なくとも1回以上食べ
るという傾向であった。また、この結果は、先
の項で述べた接ぎ木苗の傾向と一致している。
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　　図5　新潟のなす摂取状況◆（n＝158）
　①長なす②飴籏なす③紫水なす④水なす⑤黒十全
　⑥十全（白）⑦巾着なす⑥やきなす⑨丸なす⑩越の丸
　⑪米なす⑫白（緑）なす　＊2004年夏期（7－8月）
からと答えていた。
　以上の調査結果は次のように整理することが
できる。（1）今回調査対象としたパネリストは、
新潟県内に長く居住している者が83％を占め
ているものの、12種全てのなすを知っている
あるいは食べたことがあると答えた者はいない。
（2）主になすは「スーパー・小売店」「家庭莱園」
から入手している。（3）「長なす」「丸なす」「黒
十全なす」「水なす」といったなす品種のいず
れか（このうち2種以上を食べる：60％）を食
べる傾向にある。（4痩期では週に1回以上食べ
る傾向にある。㈲なすの調理加工法の分野に高
い関心をもっている。
おわりに
　これらのなすは、調理用途が、多様であるこ
とから、複数なすを食べるパネリストは、lll理
用途別になすを選択している可能性が考えられ
る。今後、検討したい。
　「問7なすの入手先を教えてください。（複
数回答可）」の問いでは、「スーパー・小売店j
を利用する者が80％と一番多く、次に「家庭
菜園」（家族等による家庭菜園からなすを入手
している）と答える者が50％、「市や野莱直売
所」で購入すると答えた者が23％であった。
　「問812種類のうち、問4で知っていると
答えた新潟のなす以外で関心のある品種を記し
て下さい。（複数回答可）」の問いでは、60％の
パネリストが関心のあるなすがあると答えてい
る。回答数n＝125のうち、最も多く関心があ
るとパネリストが答えたなすは、「鉛筆なす」
24％、次いで「白（緑）なす」16％、「米なすj
l1％という結果であった。
　　「問9新潟県産なすの調理加工法・歴史・入
手方法・その他について関心がありますか。」
という問いでは、7◎％の者が調理加工法・歴史・
入手方法に関心があると答えており、このうち
96％が調理加工法に最も関心があると答えてい
た。問8で関心がないと答えたパネリスト40
名のうち25名（63％）が、問9の質問にも関
心がないと答えている。さらにこれら25名の
パネリストの関心がないi理由として、18名は
なすの品種を区別して捉えていないため、いず
れも同じだから、5名は、なすが好きではない
　本研究では、私たちの食生活と深いかかわり
のある地域特産物・伝統作物であるなすを取り
上げ、新潟におけるなすの生産と消費につい’
て検討した。
　新潟にはなす果菜をはじめ、地域の風土に根
ざした多様な地域特産物・伝統作物がある。こ
れまで、多様な地域特産物・伝統作物の多くは、
大量生産に向かないことから注目されることが
なかったが、これらには、むしろ、生活習慣病
の予防に寄与する機能性成分を含んでいること
が多く、四季折々の郷土料理の素材としてその
地域で生活する者の健康を支えてきたとも考え
られる。自分で食物を選択して、自分で食生活
を考え、自分の健康を考えることが求められて
いる現在、食と健康、食と生活習慣、食と環境
の視点から検討することが大切だといわれてい
る。地域特産物・伝統作物と食生活との関連に
ついて検討を進めていきたい。
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新潟における髄なずの生産と消費
　なお、本研究の一部は平成14年度、15年度
文部科学省科学研究費補助金・特定領域研究「新
世紀型理数科系教育の展開研究」によった。
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